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１．はじめに
教師論を担当し始めて６年目となり、その教師論に
キャリア教育を取り入れて５年経った。ここで、その
実践例をまとめてみた。
教職という仕事は、極めて自主自律的な要素が強
く、また、積極性を要求される職種である。例えば、
高校３年間学級担任として学年団を組み、教育に当
たった場合、必要最小限のことのみを担任教師として
行い、それ以上のことをしなくても３年間は過ぎてい
くであろうし、教育上考えられるできる限りのことを
行いつつ３年間を過ごすこともできる。もちろん教師
としては後者が理想の姿であり、教師として必要とさ
れる「姿勢」、「態度」を養成するためには、キャリア
教育の導入が適切と考えた。また、キャリア教育を取
り入れ、諸能力を伸ばすことにより、離職傾向の教員
を安定して教職を続けさせることもできると考えた。
２．キャリア教育（Career Education）
キャリア教育については、２００４年に法政大学がキャ
リアデザイン学部を開設し、キャリア教育を組織的に
導入し、また、本学ではすでに２０１１年に、短期大学部
がカリキュラムに組み込み実践している。しかし、殆
どの大学からは中学校や高等学校とは異なり、実践例
は報告されていない。
キャリア教育は、１９７１年に当時のアメリカ合衆国連
邦教育局長官のマーランド（S.P.Marland）により始
められ、日本では１９９９年に文部科学省の公式文書に登
場し、２００４年には同省から「キャリア教育の推進に関
する総合的調査研究協力者会議報告書」が出された。
この頃、わが国の中学校や高等学校でもキャリア教育
についての取組みが始められている。
ただでさえ我が国の労働人口が減少傾向にある中
で、フリーター（２００３年版国民生活白書では４１７万人）
とかニート（１）（２）（２００４年版労働経済白書では５２万人）
と呼ばれる若者が増加した。この現象は、日本の若者
が学校から一般社会にスムーズに移行していないこと
を示している。
このフリーターやニートを減らすために考えられた
のが、学校教育へのキャリア教育の導入であり、文部
科学省や経済産業省は、キャリア教育により、「基礎
的・汎用的能力」や「社会人基礎力」を育てるとして
いる。
ⅰ）文部科学省 基礎的・汎用的能力
イ．人間関係形成・社会形成能力
ロ．自己理解・自己管理能力
ハ．課題対応能力
ニ．キャリアプランニング能力（career planning）
ⅱ）経済産業省 社会人基礎力
イ．前に踏み出す力（action）
ロ．考え抜く力（thinking）
ハ．チームで働く力（team work）
上記の諸力を育てることができたならば、中学・高
校の生徒や大学・短大の学生はスムーズに学校から一
般社会へ移行（トランジション＝transition）（３）できる
であろうし、その後、若者の多くは着実にキャリアを
積み重ね、持続することが可能になると考える。この
ことは、教師という職に就く場合も同様にいえること
である。
３．導入方法
文部科学省や経済産業省のいう「基礎的・汎用的能
力」や「社会人基礎力」は、独語のSitte（習慣、制
度＝姿勢、態度）レベルのものであり、独語のGe-
bilde（もの、成果＝知識、技術）レベルのものでは
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ない。後者は習得しやすく、前者は習得しにくい。
Sitte レベルの諸能力は、総合的な学習の時間等にお
いてゲーム風な手法で行われる一過性のイベントや体
験ではなく、全ての教育活動を通して日常的に継続的
に教育されなければ、定着しないと考える。
そこで、かつて文部省は、１９８３年１１月に第１３期中央
教育審議会の経過報告の中で出てきた「自己教育力」
や１９９６年７月に第１５期中央教育審議会第１次答申が出
してきた「生きる力」を育てるためには、学校の全て
の教育活動を通して、教育に当たらなければならない
とした。ここで言う「自己教育力」や「生きる力」は
キャリア教育で言う「基礎的・汎用的能力」や「社会
人基礎力」とほぼ同じ内容を持つと考えられる。
一方、文部科学省は、２０１０年に「大学生の就業力育
成支援事業」を実施し、各大学からその応募を募り、
各大学にキャリア教育の実践を促した。
従って、本学をはじめ各大学の全ての講座を担当す
る教員は、キャリア教育を意識しながら、できれば講
座に組み込んで教育に当たる必要があると考える。
また、キャリア教育の導入に当たり、学生によるア
クティブラーニング（Active Learning）の活用が有
効と考える。
アクティブラーニングとは、教授の話を聞きノート
を取るといった従来型の講義ではなく、授業の中で学
生がグループワーク等で自ら考え活動することを主と
する課題解決型の学習形態（＝探究学習）、いわゆる
「能動的学習形態」をいうと考える。このことから、
学生には、講義の中で積極的に活動してもらおうと考
えた。
ⅰ）「私のニュース解説」の実施
都立高校の教師時代に、「現代社会」という科目の
授業で同じタイトルのことを試みたことがある。該当
の一週間の中で、各自が最も注目した新聞記事を取り
上げ、皆の前で、その記事について３分間で解説を行
うというものであった。この経験と「教師論」の前任
者の実践例から取り入れた「私のニュース解説」とい
うレポートを、後期１５回の授業中の１０回ほど、その週
に発行された新聞記事の中で、各自が最も注目した教
育関連記事を取り上げ、A４用紙にその記事の切抜き
を添付して、自分の意見を書き添えて、提出させた。
狙いは、学生に、常に現代の教育問題に注目させ、
情報を収集させ、その教育問題について各自の意見を
持たせるということである。
ⅱ）その「私のニュース解説」に基づき、班によるプ
レゼンテーションの実施
「教師論」を履修した学生に３人～５人の班を編成
させ、各班にチーム名を付けさせ、班員がお互いに協
力しながら、皆の前で発表するというものである。
班員全員が、夫々の班員が提出した「私のニュース
解説」の教育関連記事中、最も注目されると考えられ
る記事を意見交換しながら選び、その記事の問題性を
把握し、分析理解し、出来れば解決策を考案して皆の
前で発表するのである。
班編成に当たっては、以下の諸注意を与えた。
① 班名をつける。
② 班員全員が提出した新聞記事を読み、記事中の
不明な語句を理解する。
③ どの記事を発表に使用するかを、皆で話し合っ
て決める。
④ 発表記事の重点は何かを、話し合っておく。
⑤ その記事について、自分達の意見や主張内容を
まとめておく。
⑥ 班員全員が、質問に答えられるように共通理解
を図っておく。
⑦ 役割分担をする。（発表者、発表用の原稿の作
成係り、司会）
⑧ 次回の発表者は、全員、必ず発表内容について
質問をする。
狙いは、班員がお互いにコミュニケーション能力を
高め、協力することが出来、役割分担を自主的に行え
るようにするということである。教員になった場合、
学級担任は数人で学年団を組み学年運営に当たる。教
育効果を最大限に発揮するため、学年団の協力度が問
われることになる。
班名には独創的でユニークなものを、発表原稿（レ
ジュメ）の作成については、構成や文章を工夫し、イ
ラスト等を入れて、分かりやすくすることを要請し
た。
ⅲ）各班の発表については、次のような評価表に基づ
いて、発表者（自己評価）も含めて評価をしてもらっ
た。（図１）教職は、常に人物や成果について評価
することが要求され、その評価することに慣れても
らうために行った。
評価は、下記の三つの観点について、各観点３点
満点、計９点満点とした。
三つの観点
① 協力度
② 発表内容・技術
③ 発表の完成度（よく理解できるか）
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図１ 評価表
評価表 （ ）月（ ）日
発表班名（ ）
評価者氏名（ ）
観点 ① 協力度 １． ２． ３．
② 発表内容・技術
１． ２． ３．
③ 発表原稿の完成度
よく理解できるか
１． ２． ３．
計 （ ）
発表について一言（コメント）
４．２０１０年から２０１４年まで班による
プレゼンテーション一覧
ⅰ）年度により表にまとめてみた。表中の★印は、記
録が見当たらなかったためである。（図２～図６）
発表日 班名 新聞名 発行日 新聞記事の見出し 評価
１１／６ なごなご 読売 １０／１ 保育と教育 長所一つに
「子ども園１３年度にもスタート」
７．９７
１１／１３ 珍 毎日 １１／９ 小６女児いじめ自殺
給食で孤立 涙の訴え届かず
７．４
１１／２０ 誰か私を抱いて 読売 ★ 久喜工野球部、通知表など参考
優秀順に背番号
６．３
１１／２７ A＋ ＠ ★ １１／１０ 雑務短縮 指導にゆとり ★
１２／１１ TEAM WAKUI 朝日 １１／２５ 砲撃と教育なぜ関連
高校無償化 朝鮮学校側、戸惑い
★
１２／２５ チームA 朝日 １２／５ 大學の情報はどのくらい公開されているだろうか？ ★
１２／２５ BLAK FOR LIFE ★ ★ ★ ★
１／１５ M A C 朝日 １２／２０ 高校生の就職内定率５７．１％（１０月末） ★
１／２２ A k B 読売 １１／１８ 土曜日の自習 市民が運営 ★
１／２２ AKY ５ 読売 １／１５ 国語力を鍛える
大學１年生「日本語」必修
★
図２ ２０１０年度 プレゼン一覧 ★未記録
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発表日 班名 新聞名 発行日 新聞記事の見出し 評価
１０／２２ A 読売 １０／５ 勉強嫌いだったのに
高橋健人さん
７．０
１１／１２ パントクリオネ 東京 １０／２０ 放射線 全学年で教育
飯館の小中学校
７．２
１１／１９ TAGO 読売 １１／１１ 専任教諭制効果じわり
横浜市 ２年目
８．０
１１／１９ サフォーク 朝日 １１／１７ 電子メディア依存を測る
NPOが尺度作成 小中高生調査
８．０
１１／２６ きのこ 読売 １１／２４ 海外留学生に１０億円
大學６００校の実力
８．０
１２／３ サイオス 産経 １２／３ 大阪・教育基本条例に思う ７．９
１２／１０ ライオンズ 日経 １２／６ 都立高校教員の就職支援に対する企業の見方
「就職支援に熱心」１割
６．５
１／１３ A 読売 １２／２２ 知的障害の生徒に技能検定 広島県 ７．０
１／１４ パントクリオネ 読売 １２／１５ 世間の評判より自分の目
「大學の実力 ２０１２」中央公論社刊への反響
７．８
発表日 班名 新聞名 発行日 新聞記事の見出し 評価
１１／１０ ちょこれーと 毎日 １０／１７ 飼育で生き物 愛する心育つ ７．８
１１／１７ チームA 読売 １０／３１ 豊かさの中「不登校」出現 ７．０
１１／２４ 読売新聞 朝日 １１／６ いじめが自殺の誘因 ７．８
１２／１ SHA-KKA 毎日 １１／２１ いじめ対応「時間不足」
小中高の教師の７割
７．０
１２／８ MONSTER 聖教 １１／２８ 「子ども読書県しまね」に注目
朝の１０分間読書
７．３
１２／１５ ちょこれーと 読売 １２／４ せたがや中学生新聞「読みたい紙面」ついに完成 ６．４
１２／２２ チームA 読売 １２／１５ 世界と大學 現地で学ぶ患者の痛み ５．８
１／１２ 読売新聞 朝日 １２／１９ 子どもの手で収穫祭 ６．９
１／１９ SHA-KKA 読売 １／１６ 焼き芋でバザール 収穫した米で餅つき ６．０
１／２６ MONSTER 読売 １／１０ 体罰翌日高２自殺
バスケ部無期限停止
７．６
発表日 班名 新聞名 発行日 新聞記事の見出し 評価
１０／１９ メンズ杉野 読売 １０／３ 虐待死、厳罰か温情か ６．０
１１／９ X＝Y 千葉日報 １０／１８ 千葉大「秋飛び入学」正式決定 ７．０
１１／１６ 長谷川ファーム 読売 ★ 共修で育った世代教壇に
男子学生が家庭科のティーチャーに
７．７
１１／３０ dream country 読売 １１／２２ ブラジル ダウン症の先生 活躍中 ７．８
１２／７ TYD 読売 １１／２９ 女子部員の腹 顧問が蹴る
東京の私立高校剣道部
８．２
１２／１４ おむらいす 朝日 １２／１ 生まれてくる「命」の尊さ？
赤ちゃんポスト頼りは無責任
７．３
１２／２１ 魚翅湯 読売 １２／１２ いじめの把握数地域で大差
アンケート法の違い要因か
７．９
１２／２６ 小野ぱい 不明 １２／１９ 解決のかぎは公正さ
フィンランドの教育現場
７．３
１／１１ A 毎日 １０／１ 私大の半数学力試験なし
形だけの儀式に
６．６
図３ ２０１１年度 プレゼン一覧
図４ ２０１２年度 プレゼン一覧
図５ ２０１３年度 プレゼン一覧 ★未記録
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発表日 班名 新聞名 発行日 新聞記事の見出し 評価
１１／１ １班 朝日 １０／３０ 「公設民営学校」誕生のきざし ７．０
１１／８ ３班 日経 ９／１７ 必修科目「情報」の形骸化 ７．５
１１／１５ ２班 ★ ★ 合併自治体交付税、上乗せ分６割維持 ６．０
１１／２２ ４班 朝日 １０／７ 公立校での暴力、昨年度最高 ３４３１件 ６．３
１１／２２ ５班 日経 ９／１６ 育児中の社員ほど仕事で成果 ６．５
１１／２９ ６班 読売 １０／２８ 母校はハローワーク活用、既卒者の就活支援 ６．５
１２／１３ ７班 ★ ★ 東京都「教師塾」１０年間の実り ６．７
１２／１３ ８班 ★ ★ 小中学生に携帯電話・スマートフォンを
持たせるべきか否か
７．２
１２／２０ ９班 読売 １２／１０ 「求めるは本とぺん」
ノーベル平和賞マララ・ユスフザイさん（１７歳）
７．２
１２／２０ １０班 読売 １２／１３ 公立小学校３５人学級維持へ ７．０
１／１７ １１班 読売 １／１６ 古寺の点字教室が前身、塙保己一学園 ６．７
１／１７ １班 読売 １／１６ 「課題に立ち向かえる力を」 教師を語る⑥ ６．６
１／２９ １２班 朝日 １／２１ 小学校で模擬選挙 ８．２
図６ ２０１４年度 プレゼン一覧 ★未記録
図７ ２０１０．１１．１３発表 班名「珍」
ⅱ）評価値は、学生による評価の平均値である。図１
の評価表により評価し、評価平均は４．５であるとこ
ろ、５年間を通して最低の評価は５．８で、最高は８．２
となっており、単純に考えて、観点①協力度、観点
②発表内容・技術、観点③発表原稿の完成度、よく
理解できるかによる評価が平均以上であったという
ことである。これは、キャリア教育が求める諸能力
が学生各個人に培われつつあると考える。
ⅲ）同一班が、年度内に２回発表した場合があり、使
用した記事の新聞名は同一の場合もあるが、異なる
場合のほうが多かった。これは、学生が複数の新聞
社の記事を読んでおり、その比較や同一記事のニュ
アンスの違い等が読み取れ、マスコミからの情報収
集の基本姿勢を会得できているものと思われる。
ⅳ）各班が発表テーマとして選んだ新聞記事の見出し
を見てもらえば、その時々の話題となった事件や教
育問題が思い出される。
・２０１０年には、北朝鮮による韓国への砲撃事件が
あったことを思い出させるテーマが選ばれてい
る。
・２０１１年には、福島県の原子力発電所の事故に係わ
る記事が見受けられる。
・２０１２年には、「いじめ」や「体罰」が問題になっ
た年で、それらの教育問題が何回も取り上げられ
た。
・２０１３年には、本学の卒業生にもその例があるが、
男性が家庭科教師になっていることが記事になっ
ている。
・２０１４年には、１７歳のマララ・ユスフザイさんが、
ノーベル平和賞を受賞したことが注目された。
ⅴ）年度に１例の発表原稿
学生による、工夫された発表原稿例をご覧いただき
たい。（図７～図１１）
－ 73 －
図８ ２０１１．１１．１９発表 班名「チーム・サフォーク」
図９ ２０１３．１．１２発表 班名「チーム読売新聞」
図１０ ２０１３．１２．２１発表 班名「グループ魚翅湯」
図１１ ２０１５．１．２９発表 班名「１２班」
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ⅵ）学生による感想文例
感想文は、学生に毎年度書いてもらっていたが、し
かし、今回のような実践報告を予め考えていなかった
ため、２０１１年度と２０１２年度のみが残っており、他の年
度のものは読後廃棄していた。
２０１１年度
・ 毎週新聞を読んだので、新聞を読む習慣が
身について良かったなと思います。時事問題
について学べたので勉強になりました。グ
ループで協力することによって、コミュニ
ケーションを取ることが出来て良かったで
す。「私のニュース解説」の発表を聞くこと
によって、皆がどんな考えを持っているのか
分かって面白かったです。
・ 皆の新聞レポートを元に、最初の時間は、
授業をするのは、内心、意味があるのかと思
いました。しかし、私はやっていくうちに今
の学校の現状を皆のレポートから知りまし
た。また、皆の考えや解説から色々思うこと
が沢山生まれました。だから、この授業のや
り方は、発表する側も聞く側も学べる方法だ
と思いました。
・ 毎回の授業で、新聞の課題「私のニュース
解説」をして、グループで発表するのが凄く
楽しかったです。寮に住んでいるので新聞を
毎日買うのは無理で、大変で、時々出せな
かった日もあったりしたけど、やりがいが
あって、新聞を読むことが好きになりまし
た。
・ 新聞の解説の課題は、正直、最初はめんど
くさいと思っていたが、やっていくうちに、
自分の能力がだんだん伸びているのではない
かと感じたので良かった。
教師の仕事は、ただ勉強を教えるだけでは
ないと知り、ますます、この仕事に魅力を感
じた。
・ はじめは、「私のニュース解説」は大変だ
と思ったが、次第に新聞を開く機会が増え
た。また、他人の意見・考えを知ることが出
来た。充実した内容だったので、学んでいる
という実感があった。教師という仕事は、
思っていたよりも複雑で、やりがいのある仕
事だと思った。
２０１２年度
・ 教師論を学んで「私のニュース解説」をす
ることで今まで興味が無かった新聞や時事に
興味がわきました。発表の時のレジュメは考
えるのが大変だったけど、うまく発表できて
良かったです。ためになる授業でした。
・ 新聞を読む機会が増した。教育に関する
ニュースに興味を持つようになり、考えるよ
うになった。発表する難しさよりも質問をす
ることに苦戦した。疑問を持つことも大切な
のだなあと思った。
・ 授業の最初に最近のニュースについて話し
てくれたのが、一人暮らしでTVをあまり見
ない私にとってはありがたかった。「私の
ニュース解説」をチームになって発表すると
いうのは、とても勉強になって良かった。
・ 私は今まで新聞を読んだりしなかった。
「私のニュース解説」で新聞を少し読むよう
になり、テレビで放送されないようなこと
や、文章の書き方の参考にもなり、新聞を読
むことは大切なのだと思った。チームごとに
発表する際には、皆の前で発表し伝わりやす
く話すのはとても難しいのだと実感した。
・ 新聞を読むようになったことが大きな進歩
だと思います。活字が苦手なので、本を読む
ようにしました。授業内容は難しいけれど、
面白かったです。もし、教師にならない場合
でも、将来、自分の子どもが学校に通い始め
たときにあったほうが良い知識ばかりだと思
いました。
以上は、比較的長く丁寧に書いてあったものを選ん
だ。最初は読み慣れていない新聞に目を通すことは、
骨が折れ、面倒くさいことと感想を述べていた学生も
中にはいたが、押しなべて新聞を読む習慣ができて良
かったとする学生が多かった。また、現在の教育にお
ける課題にも関心を持つことができたとも書いてい
た。
このことは、新聞というマスメディアから情報を得
るという態度が、学生に身についたと考えられる。
５．今後の課題
ⅰ）学生によるプレゼン授業の回数を、少なくとも一
班が複数回以上実施しないと、キャリア教育の目指
す諸能力を学生に定着させることは難しいと思われ
た。
ⅱ）キャリア教育が目指す諸能力の育成については、
検証は何年か後に数年間にわたって行われる必要が
あると思われる。
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註（１）NEET＝Not currently engaged in Employment,
Education or Training
（２）２０１３年８月８日付の日本経済新聞によると、こ
の春卒業の大学生の５．５％、３万人超に当たる
人が、「ニート」であると報じている。
（３）学校から仕事・社会への移行（＝トランジショ
ン）は、学術的には単に「トランジション」と
呼ぶこともある。「進路指導」２０１５年春季号（日
本進路指導協会発行）p４参照
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